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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
世
界

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
す
で
に
建
設
が
開
始

さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
建
設
許
可
審
査
中
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
処
分
地
の
選
定
が
進
ん
で
い
る
フ

ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
に
つ
い
て
以
下

に
詳
細
を
述
べ
る
（
表
１
）。

　

本
稿
は
、「
諸
外
国
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
（
２
０
２
０
年
版
）」（
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、２
０
２
０
年
2
月
）

を
基
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

［　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド　

］

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
最
終
処
分
場
の
建
設
が
進

み
、
世
界
で
初
め
て
そ
の
処
分
が
２
０
２
０
年
代
に

実
現
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　

同
国
で
は
、
１
９
８
３
年
に
処
分
場
の
サ
イ
ト
選

定
段
階
と
目
標
時
期
が
設
定
さ
れ
、
２
０
０
０
年
末

ま
で
に
最
終
処
分
地
を
選
定
で
き
る
よ
う
に
サ
イ
ト

調
査
を
3
段
階
で
進
め
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た

（
図
１
）。

　

調
査
を
通
じ
て
、
２
０
０
１
年
に
エ
ウ
ラ
ヨ
キ

自
治
体
の
オ
ル
キ
ル
オ
ト
が
処
分
地
に
決
ま
り
、

実
施
主
体
の
ポ
シ
ヴ
ァ
社
が
法
律
に
基
づ
い
て
、

２
０
１
２
年
末
に
処
分
場
の
建
設
許
可
申
請
を
行

な
っ
た
。
２
０
１
５
年
に
許
可
が
発
給
さ
れ
て
、

２
０
１
６
年
12
月
か
ら
処
分
場
の
建
設
が
開
始
さ
れ

て
お
り
、
２
０
２
０
年
頃
に
操
業
許
可
申
請
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
使
用

済
燃
料
６
５
０
０
ｔ
／
ウ
ラ
ン
相
当
に
な
る
。
処
分

地
の
地
質
は
、結
晶
質
岩
に
分
類
さ
れ
る
花
崗
岩
で
、

処
分
場
の
深
度
は
約
４
０
０
～
４
５
０
m
と
計
画
さ

れ
て
い
る
（
図
２
）。

［　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン　

］

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
最
終
処
分
場
の
場
所
の
選

定
が
終
わ
り
、
工
事
が
近
く
始
ま
る
見
通
し
だ
。

（にしがき　まこと）
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図１　フィンランドでの３段階のサイト調査による処分地の選定

表１　処分場の状況
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同
国
で
は
、
原
子
力
活
動
法
に
基
づ
い
て
、
実
施

主
体
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
会
社

（
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
）
が
3
年
ご
と
研
究
開
発
計
画
を
作
成

し
、
こ
れ
を
規
制
機
関
等
が
レ
ビ
ュ
ー
し
、
政
府
が

承
認
す
る
手
続
き
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
は
、

１
９
９
２
年
の
研
究
開
発
計
画
に
お
い
て
サ
イ
ト
選

定
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、①
総
合
立
地
調
査
、②
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
（
実
行
可
能
性
）
調
査
、③
サ
イ
ト
（
現

場
）
調
査
、
④
詳
細
特
性
調
査
と
い
う
4
種
類
の
調

査
を
設
定
し
、
2
段
階
で
選
定
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
た
。
１
９
９
５
年
に
政
府
は
、
第
1
段
階
の
調

査
は
5
～
10
の
自
治
体
で
、
第
2
段
階
の
調
査
は
少

な
く
と
も
2
カ
所
で
実
施
す
る
と
い
う
条
件
を
設
定

し
て
い
た
。

① 

総
合
立
地
調
査
は
、
文
献
ベ
ー
ス
の
調
査
で
、

特
定
の
自
治
体
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自

治
体
を
対
象
に
行
う
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
と
並

行
し
て
実
施
さ
れ
た
。

② 

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
は
、
既
存
の
地
質
関

連
文
献
の
ほ
か
、
土
地
利
用
状
況
、
環
境
、
雇
用
面

の
影
響
を
調
査
す
る
も
の
で
、
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
が
全
国
の

自
治
体
（
当
時
２
８
６
）
に
公
募
ま
た
は
申
し
入
れ

を
行
い
自
治
体
議
会
の
了
承
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と

し
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
は
、
１
９
９
５
年
か
ら
申
し
入
れ

を
行
い
、
自
治
体
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
た
6
自
治

体
で
調
査
を
実
施
し
た
（
図
３
）。

③ 

サ
イ
ト
調
査
は
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
２
０
０
０
年
11
月
に
3
カ
所
が
候
補

地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
規
制
機
関
な
ど
に
よ
る
審

査
が
行
わ
れ
た
。
２
０
０
１
年
11
月
に
政
府
が
承
認

し
た
。
そ
の
後
、
3
自
治
体
で
サ
イ
ト
調
査
の
受
け

入
れ
可
否
が
審
議
さ
れ
た
。
受
け
入
れ
を
決
め
た
２

自
治
体
で
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
は
２
０
０
２
年
か
ら
約
5
年

間
、
地
表
か
ら
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
含
む
サ
イ
ト
調
査

を
実
施
し
、
２
０
０
９
年
6
月
に
地
質
学
的
条
件
が

有
利
で
あ
っ
た
エ
ス
ト
ハ
ン
マ
ル
自
治
体
の
フ
ォ
ル

ス
マ
ル
ク
を
選
定
し
た
。

④ 

詳
細
特
性
調
査
は
、
建
設
許
可
が
出
さ
れ
た
後

の
処
分
場
の
建
設
段
階
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
は
、
２
０
１
１
年
3
月
に
フ
ォ
ル
ス
マ

ル
ク
に
処
分
場
を
立
地
・
建
設
す
る
許
可
申
請
を
提

出
し
、
現
在
、
審
査
中
で
、
２
０
３
１
年
頃
の
処
分

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
使
用

図３

フィージビリティ調査と

サイト調査受け入れ状況

図２　オルキルオト処分場概念図
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済
燃
料
１
万
２
０
０
０
ｔ
／
ウ
ラ
ン
換
算
で
、
処
分

地
の
地
質
は
、
花
崗
岩
で
、
処
分
場
の
深
度
は
約

５
０
０
m
と
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

［　
フ
ラ
ン
ス　

］

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
地
下
研
究
所
の
設
置
と
サ
イ
ト

選
定
に
向
け
た
地
質
媒
体
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

同
国
で
は
、
１
９
８
７
年
に
実
施
主
体
の
放
射
性

廃
棄
物
管
理
機
関
（
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
）
が
サ
イ
ト
選

定
を
目
的
と
し
て
、
岩
塩
、
粘
土
、
頁
岩
、
花
崗

岩
と
い
う
4
つ
の
地
質
媒
体
を
有
す
る
サ
イ
ト
で

調
査
を
開
始
し
た
。
し
か
し
反
対
運
動
が
起
こ
り
、

１
９
９
０
年
2
月
に
政
府
は
一
時
的
に
現
地
調
査
を

停
止
し
た
。

　

政
府
は
、
反
対
運
動
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
放
射
性
廃
棄
物
管
理

研
究
法
の
法
案
を
作
成
し
（
１
９
９
１
年
12
月
30
日

発
効
）、
ま
ず
地
下
施
設
で
放
射
性
物
質
の
処
分
方

法
な
ど
の
研
究
を
行
い
（
地
下
研
究
所
）
の
研
究
対

象
と
な
っ
た
地
層
が
処
分
の
対
象
と
な
り
得
る
こ

と
、
地
下
研
究
所
内
で
の
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
を

禁
止
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

　

政
府
は
、
地
下
研
究
所
の
受
け
入
れ
に
関
心
を
示

し
た
約
30
の
申
請
地
域
に
対
し
て
地
質
学
的
評
価
な

ど
を
踏
ま
え
て
申
請
地
域
が
属
す
る
10
県
を
選
定

し
、
そ
の
う
ち
の
8
県
で
地
元
と
の
協
議
を
行
い
、

１
９
９
３
年
に
4
県
の
サ
イ
ト
が
提
案
さ
れ
た
。
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
は
、
予
備
的
な
地
質
評
価
作
業
を
実
施
し

た
結
果
、
ビ
ュ
ー
ル
（
ム
ー
ズ
県
／
オ
ー
ト=

マ
ル

ヌ
県
）、
ガ
ー
ル
、
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
の
3
カ
所
の
サ
イ

ト
を
提
案
し
、
１
９
９
６
年
6
月
に
政
府
は
3
サ
イ

ト
で
の
地
下
研
究
所
の
建
設
お
よ
び
操
業
許
可
申
請

書
の
提
出
を
認
め
た
。

　

１
９
９
８
年
12
月
に
、
政
府
は
、
異
な
る
2
種
類

の
地
質
媒
体
に
対
す
る
調
査
を
2
カ
所
の
地
下
研
究

所
で
実
施
す
る
必
要
性
を
示
し
、
粘
土
層
に
関
し
て

は
ビ
ュ
ー
ル
を
選
定
し
、
１
９
９
９
年
8
月
3
日
に

地
下
研
究
所
の
建
設
お
よ
び
操
業
を
許
可
し
た
。
一

方
、
花
崗
岩
に
関
し
て
は
サ
イ
ト
を
新
た
に
探
す
こ

と
と
し
て
地
元
と
の
対
話
を
試
み
た
が
、
全
国
的
な

反
対
を
受
け
、
２
０
０
０
年
5
月
に
対
話
を
中
断
し

た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
は
、
ビ
ュ
ー
ル
地
下
研
究
所
周
辺
の

約
２
５
０
km2

の
区
域
（
図
５
）
を
対
象
に
、
サ
イ
ト

選
定
に
向
け
た
調
査
を
進
め
、
1
次
案
と
し
て
同
区

域
か
ら
4
つ
の
候
補
サ
イ
ト
を
選
定
し
て
地
元
関
係

者
等
と
協
議
し
、
政
府
へ
の
提
案
準
備
を
進
め
た
。

２
０
０
９
年
末
に
、
処
分
場
の
地
下
施
設
の
展
開
が

予
定
さ
れ
る
30 

km2

の
区
域
（
Ｚ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
と
地
上

施
設
を
配
置
す
る
可
能
性
の
あ
る
区
域
を
提
案
し
、

２
０
１
０
年
3
月
に
政
府
の
了
承
を
受
け
、
調
査
・

図４　フォルスマルク処分場概念図
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検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で
あ

る
ガ
ラ
ス
固
化
体
１
万
２
０
０
０
m3

と
、
併
置
処
分

を
想
定
し
て
い
る
た
め
長
寿
命
中
レ
ベ
ル
Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃

棄
物
7
万
２
０
０
０
m3

で
、
処
分
地
の
地
質
は
、
粘

土
層
で
、
処
分
場
の
深
度
は
約
５
０
０
ｍ
と
さ
れ
て

い
る
。

［　
ス
イ
ス　

］

　

ス
イ
ス
で
は
、候
補
地
が
3
カ
所
に
絞
り
込
ま
れ
、

サ
イ
ト
選
定
の
第
３
段
階
に
進
ん
で
い
る
。

　

同
国
で
は
、
２
０
０
５
年
2
月
施
行
の
原
子
力
令

に
基
づ
い
て
、
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
Ｂ
Ｆ
Ｅ
）
を

中
心
と
し
て
「
特
別
計
画
」
の
策
定
作
業
が
開
始
さ

れ
、
州
や
自
治
体
に
加
え
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
な
ど
の
近
隣
諸
国
か
ら
も
意
見
聴
取
が
な
さ
れ
、

２
０
０
８
年
4
月
に
策
定
に
至
っ
た
。

　

サ
イ
ト
選
定
の
第
1
段
階
は
、
２
０
０
８
年
10
月

に
実
施
主
体
の
放
射
性
廃
棄
物
管
理
共
同
組
合
（
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
）
が
、
地
質
学
上
の
要
件
を
満
た
し
、
地

下
に
処
分
場
を
建
設
可
能
な
地
質
学
的
候
補
エ
リ
ア

を
提
案
し
て
始
ま
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
は
、
安
全
性

と
技
術
的
実
現
可
能
性
に
関
す
る
サ
イ
ト
評
価
基
準

に
従
っ
て
全
国
か
ら
絞
り
込
み
を
進
め
、
地
質
学
的

候
補
エ
リ
ア
と
し
て
地
下
４
０
０
～
９
０
０
ｍ
の
範

囲
に
処
分
場
の
母
岩
と
な
る
オ
パ
リ
ナ
ス
粘
土
が

十
分
な
厚
さ
で
存
在
し
て
い
る
６
カ
所
を
提
案
し
、

２
０
１
１
年
11
月
に
連
邦
評
議
会
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
。

　

第
2
段
階
で
、
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
は
6
つ
の
エ
リ
ア
内

の
34
カ
所
の
地
上
施
設
設
置
区
域
案
の
中
か
ら
、
科

学
的
・
技
術
的
な
基
準
に
基
づ
い
て
絞
り
込
み
を
行

な
っ
た
。不
透
水
性
の
岩
盤
が
適
切
な
深
度
に
あ
り
、

氷
河
等
に
よ
る
侵
食
の
影
響
を
受
け
ず
長
期
に
安
定

し
て
い
る
た
め
放
射
性
廃
棄
物
の
安
全
な
閉
じ
込
め

が
実
現
で
き
る
区
域
と
し
て
、
２
０
１
５
年
1
月
末

に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
北
東
部
」
と
「
ジ
ュ
ラ
東
部
」

を
提
案
し
た
。
２
０
１
８
年
11
月
、連
邦
評
議
会
は
、

「
北
部
レ
ゲ
レ
ン
」
を
加
え
た
3
カ
所
を
第
3
段
階

に
進
む
候
補
と
し
て
承
認
し
た
（
図
６
）。

　

第
3
段
階
で
は
、
２
０
１
９
年
4
月
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｒ
Ａ
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｆ

Ｅ
が
今
後
経
済
的
な
側
面
に
関
す
る
詳
細
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
用

と
低
中
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
用
の
処
分
場
サ
イ
ト

を
提
案
し
、
Ｂ
Ｆ
Ｅ
に
概
要
承
認
を
申
請
す
る
予
定

図５　ビュール地下研究所の

　　　周辺約 250km2 の区域
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で
あ
る
。
議
会
に
よ
る
概
要
承
認
の
後
は
、
地
下
特

性
調
査
施
設
の
建
設
等
の
詳
細
な
地
球
科
学
的
調
査

が
実
施
さ
れ
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
使
用
済
燃
料
と
ガ
ラ
ス
固
化
体

を
併
せ
た
９
４
０
２
m3

と
、
併
置
し
て
処
分
す
る
長

寿
命
中
レ
ベ
ル
Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃
棄
物
１
０
７
２
m3

で
、
処

分
地
の
地
質
は
、フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
粘
土
層
で
、
処
分

場
の
深
度
は
約
４
０
０
～
９
０
０
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。

［　

カ
ナ
ダ　

］

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
候
補
地
の
選
定
が
進
み
、
２
カ
所

に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
。
同
国
で
は
、
２
０
１
０
年

5
月
に
実
施
主
体
の
核
燃
料
廃
棄
物
管
理
機
関
（
Ｎ

Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
が
処
分
場
の
サ
イ
ト
選
定
計
画
を
公
表

し
、
サ
イ
ト
選
定
プ
ロ
セ
ス
の
第
1
段
階
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
原
子
力
立
地
州
で
あ

る
オ
ン
タ
リ
オ
、
ケ
ベ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ

ウ
ィ
ッ
ク
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
の
4
州
を
対
象
に
自

治
体
や
地
域
を
公
募
し
、
関
心
表
明
を
行
っ
た
地
域

の
中
か
ら
候
補
地
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
セ
ス
は
、
２
０
１
０
年
5
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

２
０
１
２
年
9
月
末
ま
で
に
22
の
自
治
体
が
関
心
表

明
を
行
い
、
現
在
は
関
心
表
明
の
受
付
を
一
時
中
断

し
て
い
る
。

　

第
2
段
階
で
は
、
既
知
情
報
に
基
づ
く
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
処
分
場
に
適
す
る
地
層
を
含

む
可
能
性
が
低
い
1
自
治
体
が
除
外
さ
れ
、
パ
ス
し

た
21
自
治
体
が
第
3
段
階
に
進
ん
だ
（
図
７
）。

　

第
3
段
階
で
は
、
机
上
調
査
を
行
う
第
1
フ
ェ
ー

ズ
（
1
～
2
年
）
と
現
地
調
査
を
行
う
第
2
フ
ェ
ー

ズ
（
3
～
4
年
）
の
間
で
中
間
評
価
を
行
い
、
自
治

体
の
絞
り
込
み
が
な
さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
10
月
に

第
1
フ
ェ
ー
ズ
の
調
査
が
完
了
し
て
11
自
治
体
が
第

2
フ
ェ
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
。

　

第
2
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
技
術
的
要
件
を
満
た
す
可

能
性
の
あ
る
エ
リ
ア
を
特
定
す
る
た
め
に
、
空
中
物

理
探
査
や
環
境
調
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自

治
体
や
周
辺
地
域
の
関
心
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
1
月
に
サ
ウ
ス
ブ
ル
ー

ス
自
治
体
（
図
７
中
⑳
）
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
十

分
な
広
さ
の
土
地
約
１
３
０
０
エ
ー
カ
ー
（
５
２
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、

オ
ン
タ
リ
オ
州
北
部
の
イ
グ
ナ
ス
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ

（
同
⑤
）
と
同
州
南
部
の
サ
ウ
ス
ブ
ル
ー
ス
の
2
つ

の
自
治
体
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
使
用
済
燃
料
約
５
万
７
０
０
０

t
（
重
金
属
換
算
）
で
、
処
分
地
の
地
質
は
、
結
晶

質
岩
ま
た
は
堆
積
岩
の
い
ず
れ
か
で
、
処
分
場
の
深

度
は
約
５
０
０
～
１
０
０
０
m
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

［　
米
国　

］

　

米
国
で
は
、
１
９
８
２
年
に
放
射
性
廃
棄
物
政
策

法
に
よ
り
実
施
主
体
の
民
間
放
射
性
廃
棄
物
管
理
局

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
Ｍ
）
が
設
置
さ
れ
、
１
９
８
３
年
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
は
9
カ
所
の
候
補
サ
イ
ト

図６　処分場の 3 カ所の地質学的候補エリア
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を
選
定
し
た
。
１
９
８
６
年
に
サ
イ
ト
特
性
調
査
に

適
し
た
5
カ
所
を
指
定
し
、こ
の
う
ち
3
カ
所（
ユ
ッ

カ
マ
ウ
ン
テ
ン
、
デ
フ
ス
ミ
ス
、
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
）

が
大
統
領
の
了
承
を
得
た
。
１
９
８
７
年
に
放
射
性

廃
棄
物
政
策
修
正
法
が
成
立
し
、
サ
イ
ト
特
性
調
査

を
行
う
処
分
候
補
地
と
し
て
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
1

カ
所
が
指
定
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｏ
Ｅ
は
、
１
９
９
８
年
に

ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
が
サ
イ
ト
と
し
て
実
現
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
す
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
に
立
地
承
認
決
議
案
が
連
邦
議
会
で

可
決
さ
れ
、
大
統
領
の
署
名
を
得
て
法
律
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
・
サ
イ
ト
の
法

的
決
定
手
続
は
終
了
し
て
い
る
。

　

当
初
２
０
０
４
年
末
ま
で
に
行
う
と
し
て
い
た
許

認
可
申
請
書
提
出
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
か
ら
遅
れ
が
生
じ
、
Ｄ
Ｏ
Ｅ
は
、
２
０
０
５

年
10
月
に
地
上
施
設
を
簡
素
化
す
る
設
計
変
更
の

方
針
を
示
し
、
２
０
０
６
年
7
月
に
申
請
書
を
提

出
し
た
が
、
予
算
削
減
の
影
響
か
ら
操
業
開
始
を

２
０
２
０
年
3
月
へ
と
延
期
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
バ
マ
政
権
時
に
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン

計
画
は
中
止
の
方
針
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｏ
Ｅ
お
よ
び
連

邦
議
会
に
お
い
て
、
同
意
に
基
づ
く
サ
イ
ト
選
定
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
法
制
化
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討

が
行
わ
れ
、
２
０
１
９
年
12
月
現
在
、
連
邦
議
会
上

院
で
「
放
射
性
廃
棄
物
管
理
法
案
」
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
が
立
地
す
る
ネ
バ
ダ
州

の
ナ
イ
郡
は
、
計
画
を
支
持
し
、
復
活
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

処
分
廃
棄
物
は
、
使
用
済
燃
料
と
ガ
ラ
ス
固
化
体

併
せ
て
７
万
t
（
重
金
属
換
算
）
で
、
処
分
地
の

地
質
は
凝
灰
岩
で
、
処
分
場
の
深
度
は
２
０
０
～

５
０
０
m
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
米
国
の
処
分
方

法
は
、他
国
と
異
な
り
、処
分
坑
道
に
廃
棄
物
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
定
置
し
、
そ
の
周
り
を
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
な

ど
で
埋
め
戻
さ
ず
水
滴
よ
け
の
ド
リ
ッ
プ
シ
ー
ル
ド

で
保
護
す
る
方
式
で
あ
る
（
図
８
）。

［　
お
わ
り
に　

］

　

先
行
し
て
い
る
北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
い
ず
れ
も
原
子
力
発
電
所
サ
イ
ト

で
沿
岸
地
域
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
マ
グ
マ
起

源
の
結
晶
質
岩
で
あ
る
と
い
う
点
は
岐
阜
県
の
瑞
浪

超
深
地
層
研
究
施
設
と
同
じ
で
、
日
本
に
も
広
く
分

布
す
る
岩
種
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
は
、
粘

土
層
を
対
象
と
し
て
お
り
、
堆
積
岩
系
で
あ
る
と
い

う
点
は
北
海
道
の
幌
延
深
地
層
研
究
施
設
と
同
じ
で

あ
る
。

図７　サイト選定プロセスに参加した自治体の位置
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日
本
で
は
、
２
０
０
２
年
に
公
募
が
開
始
さ
れ
、

２
０
０
７
年
に
徳
島
県
東
洋
町
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

が
、
２
０
０
８
年
の
町
長
選
挙
を
経
て
応
募
が
取
り

下
げ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
後
、進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
取
り
組
み
に
対
し
て
抜
本
的
な
見
直
し

が
な
さ
れ
、
２
０
１
５
年
5
月
に
は
国
が
前
面
に

立
っ
て
取
り
組
む
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
7
月
に
は
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
が

公
表
さ
れ
、
火
山
活
動
や
断
層
活
動
の
影
響
の
及
ば

な
い
地
域
で
、
沿
岸
か
ら
20 

km
ま
で
の
地
域
が
「
好

ま
し
い
特
性
が
確
認
で
き
る
可
能
性
が
相
対
的
に
高

い
地
域
」
と
さ
れ
、
全
国
へ
の
説
明
会
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
や
英
国
に
お
い
て
も
２
０
１
７
年
9
月
と

２
０
１
８
年
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
ト
選
定
が
開
始

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
原
子
力
発
電
設
備
量
が
世

界
第
3
位
の
日
本
が
停
滞
し
て
い
る
感
は
否
め
な

い
（
原
子
力
発
電
設
備
量
は
２
０
１
２
年
1
月
末
で

ド
イ
ツ
5
位
、
英
国
8
位
。
一
般
社
団
法
人
日
本
原

子
力
産
業
協
会
「
世
界
の
原
子
力
発
電
開
発
の
動
向

２
０
１
１
年
版
」
よ
り
）。

　

よ
う
や
く
先
頃
、
２
０
２
０
年
8
月
13
日
に
北
海

道
の
寿す
っ
つ都

町
が
最
終
処
分
場
の
選
定
に
対
し
て
の
第

一
段
階
と
な
る
「
文
献
調
査
」
へ
の
応
募
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が

日
本
中
を
駆
け
巡
っ
た
。
２
０
１
７
年
に
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
か
ら
初
め
て
の
応
募
を
検
討

し
て
い
る
町
に
な
る
。
寿
都
町
の
人
口
は
、
同
年

3
月
31
日
現
在
２
８
９
３
人
で
、
こ
の
10
年
間
で

４
５
０
人
近
く
減
少
し
て
い
る
状
況
だ
。
寿
都
町
の

片
岡
春
雄
町
長
は
、
同
年
8
月
26
日
に
町
議
会
議
員

や
地
元
の
漁
協
な
ど
の
団
体
の
代
表
と
の
意
見
交
換

会
を
開
い
て
、
近
々
に
も
応
募
す
る
か
ど
う
か
を
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。
北
海
道
が
２
０
０
０
年
に
つ

く
っ
た
条
例
で
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
は
道
内
に
受

け
入
れ
難
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
こ
の

条
例
に
は
強
制
力
は
な
い
の
で
、
寿
都
町
の
判
断
を

期
待
す
る
。

　

梶
山
経
産
大
臣
は
、
処
分
場
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
町
や
村
が
他
に
も
数
か
所
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
町
や
村
が
処
分
に
対
し

て
応
募
し
て
く
れ
る
こ
と
に
は
、
本
当
に
頭
が
さ
が

る
。
日
本
国
民
全
体
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

行
為
に
感
謝
し
て
、
そ
の
決
断
を
尊
敬
し
た
い
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
地
層
処
分
技
術
は
、
こ
の
40
年

間
に
充
分
に
成
熟
し
た
技
術
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
、
ひ
ろ
く
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
あ

り
が
た
い
。

　

寿
都
町
は
、
北
海
道
電
力
の
原
子
力
発
電
所
の
あ

る
泊
村
か
ら
南
西
に
54 

km
の
所
に
あ
り
、
泊
村
と
一

体
と
な
っ
て
、
日
本
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
イ

ク
ル
事
業
に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
る
。

図８　定置坑道と廃棄物パッケージの概念




